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人々は自分たちとは異なる性質を持った集団やそこに所属する他者との衝突と対立を繰
り返してきた。そうした対立の背景として仮定されてきたのが，偏見と呼ばれる心理活動
である（Allport, 1954; Brown, 1995）。このため，偏見は集団間の葛藤や対立を解決する糸口
として注目され，社会心理学の領域において古くから研究の対象とされてきた（Brown, 
1995）。 
第一章では，偏見生成に関する研究知見を 3 つの時代に区分し，レビューを行った。第
一期の偏見研究では，偏見を防衛機制の観点から概念化するものが多かった。第二期では，
偏見を抱く人々のパーソナリティや偏見生成における社会的文脈の効果に注目した研究が
行われた。第三期の研究は，人間の社会的情報に対する自動的で非意識的な情報処理過程
に偏見を生み出す要因を見出そうとするものであった。さらに，近年になると，偏見は外
集団に対する肯定的感情も含んだ複雑な心理反応として理論化されるようになった。偏見
については多くの知見が蓄積されてきたが，その研究対象となってきたのは異民族や異性
に対する偏見であった。こうした問題点を乗り越えようと，近年，民族性や性別以外の属
性に基づく偏見（＝現代的偏見）に注目が集まり，その生成過程の解明を試みる研究が行
われるようになった。 
第 2 章では，現代的偏見についてのレビューを行った。レビューを通して，現代的偏見
は，その原因となっている属性が生活習慣など制御可能なものに基づくものであることも
多いことから，それらの属性を持つ責任は個人へと帰属され，古典的偏見に比べると社会
的に容認されやすいことが明らかとなった。しかし，正当な人物評価とは，その個人が持
っている性質に基づいて決定されるべきものであり，集団的な性質に基づいて個人を評価
すること（偏見）は，やはり合理性を欠いた判断であろう。したがって，現代的偏見の生
成メカニズムを解明することは，偏見に関する学術的知見を提供するだけでなく，公正な
社会の構築にも貢献するものと思われる。そこで，本論文では，独身者，喫煙者に対する
偏見を取り上げ，それが日本人において見られることを明らかにすることで，現代的偏見
の生成を促進する共通的な心理過程を解明しようと試みた。 
第 3 章では，喫煙者に対する偏見について検討を行った。研究 1 では，55 名の日本人大
学生を対象に実験を行い，人々が喫煙者を非喫煙者と比較して，落ち着きがなく，不真面
目で，知的ではないと評価することを見出した。また，制御可能性認知の調整効果も認め
られた。喫煙を制御可能とみなす参加者は喫煙者を非喫煙者より不真面目と評定したが，
喫煙を制御不能とみなす参加者では喫煙者と非喫煙者に対する真面目さの評定に違いが見
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られなかった。研究 2 では，96 名を対象とした実験を行い，人々が喫煙者の情緒安定性，
誠実性，協調性，開放性（知性）を低く評定し，そうした否定的評価が喫煙者に対する差
別的反応を高めることを見出した。参加者は喫煙者の採用に消極的であっただけでなく，
隣人である喫煙者からの金銭貸与依頼に対しても消極的な態度を示した。 
 第 4 章では，独身者に対する偏見，および，彼らに対する偏見を生み出す心理過程につ
いて検討した。研究 3では，日本人学生 74名を対象に実験を行い，シングルの人々が非シ
ングルの人々よりも，外向性，誠実性，協調性，情緒安定性を低く評定されることを見出
した。研究 4では，20 代-60代の日本人 454名を対象に調査を行い，すべての年齢層の参加
者が既婚者と比較して独身者の外向性，協調性，誠実性，開放性，情緒安定性を低く評定
することを見出した。また，結婚を制御可能とみなす人々，結婚を規範的にみなす人々，
独身者も本当は結婚したがっているとみなす人々が，既婚者と比較して独身者のパーソナ
リティに対する否定的評価を強めた。研究 5 は，制御可能性認知とシングリズムの因果関
係を明らかにするために行われた。日本人学生 51名を対象とした調査の結果，結婚に関す
る制御可能性の認知が偏見生成の先行因であることを支持する結果を得た。 
第 5章の総合考察では，研究 1-4の知見をまとめ，現代的偏見の生成過程に関する考察を
行った。シングリズムにおいても，制御可能性認知の調整効果が認められたことから，現
代的偏見を生み出す心理過程において制御可能性認知が重要な働きを担っていると結論付
けた。その一方で，研究 4 の結果からは，制御可能性認知だけでなく，結婚規範と結婚願
望信念に対する認知がシングリズムの生成を促進していることも見出された。これらのこ
とから，それぞれの偏見には特有の生成規定因があることが示唆された。偏見は長らく研
究されてきたテーマでもあるが，偏見は様々な心理学的な要因が複雑に絡み合って生じる
現象であり，その生成過程についての検討は今もなお続いている。その複雑な生成過程を
明らかにするためには，偏見研究者が協力して，多様な観点からの知見を蓄積することが
不可欠である。本研究もまた，そうした偏見生成過程の解明に貢献したものと考えられる。 
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論  文  名 現代的偏見に関する社会心理学的研究 
国家間の対立や民族紛争の背後には他集団に対する偏った認識、すなわち偏見が存在する。人
種や性別などによる偏見だけでなく、近年は、肥満や喫煙など生活スタイルや生活習慣など非生
得的属性に基づく偏見が新しいタイプの差別を生み出していると指摘されている。本論文はこれ
を現代的偏見と呼び、その心理過程を実証的に検討したものである。 
第 1章では過去の偏見研究の知見を時代的に 3区分して概観した。第一期では偏見を防衛機制
の観点から、第二期では偏見を抱く人々のパーソナリティやこれを促す社会的文脈について、第
三期では社会的事象に関する自動的・非意識的情報処理過程のはたらきに注目した検討が行われ
たことを示した。第 2章では現代的偏見に的を絞って詳細な論評を試みた。肥満や喫煙は生活ス
タイルや習慣など制御可能な属性に基づくものであることから，それら非生得的属性を有する責
任は当人に帰属され，それ故現代的偏見は社会的に受容されやすいことが示された。 
第 3章では，喫煙者に対する偏見の心理について実証的検討を行った。大学生を対象に実験を
行った研究１では，彼らが喫煙者を非喫煙者よりも落ち着きがなく，不真面目で，知的ではない
と否定的に評価することを見出した。また，喫煙を制御可能とみなす参加者は喫煙者を非喫煙者
よりも不真面目と評定したが，これを制御不能とみなす参加者はそうではないという調整効果を
見出した。更に、研究 2では、参加者たちは喫煙者の情緒安定性，誠実性，協調性，開放性を低
く評定したこと，そうした否定的評価が喫煙者に対する差別的対応（金銭貸与の拒否や志願者の
不採用）を促すという媒介効果を実証的に証明した。 
第 4章では独身者に対する偏見（シングリズム）の検討を行い、学生を対象とした研究 3にお
いてはシングルが非シングルよりも外向性，誠実性，協調性，情緒安定性において低く評定され
ることを見出した。研究 4では 20代-60代の広範囲の年代の日本人を対象に社会調査を行い，す
べての年齢層の参加者が既婚者よりも独身者を外向性，協調性，誠実性，開放性，情緒安定性に
関して低く評定することを見出した。また，結婚を制御可能とみなす人々，結婚を規範的とみな
す人々，独身者も本当は結婚したがっているとみなす人々においてシングリズムが顕著だったこ
とから、偏見がこれらの認知要因によって調整されることを示した。大学生を対象とした研究 5
では，制御可能性認知がシングリズムによる正当化ではなく、先行要因であることを確認した。 
第 5章では研究成果を整理した上で、現代的偏見の心理的生成過程に関する理論的検討を試み
た。このタイプの偏見の生成では制御可能性認知が中核的機能を果たすことが確認された一方
で、他の認知要因の存在も示唆された。シングリズムでは結婚規範と結婚願望信念が見出された
が、他の現代的偏見にもそれぞれ特有の調整あるいは生成要因があると仮定され、これを明らか
にすることが今度の課題であることが指摘された。 
現実社会において紛争や差別など深刻な病理現象をもたらす偏見は社会心理学において長い
年月にわたって検討され続けてきたテーマでもあるが、本論文によって生み出された実証的・理
論的成果はこの分野の発展に大きく寄与するものであることは疑いない。よって、本論文の提出
者は博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を持つものと判断される。 
 
